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写真１　調査地の森林と渓流
調査は、高知県の四万十川の上流部にある、常緑樹を主と

する森林で行った。調査地の広さは73ヘクタール、標高は

470〜830メートル。

写真２　渓流の流量の観測
調査地のいちばん下流に堰を設け、水位を常時計測するこ

とで流量が計算できる。

写真３　渓流水の採取方法
台風のときでも危険を冒さずに水を採取できる自動採水器

を使い、2時間間隔で1リットルの渓流水を24本採取した。

写真４　自動採水器の採水部分
自動採水器から伸びるチューブの先端に採水口がある。採

水口が濁流に流されないようしっかりと固定してある。

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
雨
は
日
降
水
量
の
歴

代
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
２
位
（
高
知
県
魚
梁
瀬
で
観

測
）
に
な
る
ほ
ど
、
記
録
的
な
大
雨
で
し
た
。

調
査
の
結
果
、こ
の
１
回
の
〝
極
端
豪
雨
〟
で
、

森
林
か
ら
出
て
い
く
栄
養
分
の
１
年
分
に
相
当

図１　雨の大きさと森林から出ていく栄養分（TN）の関係
１回の“極端豪雨”で栄養分(TN)は1ヘクタール当たり約５kg出ていた。これは、国内の平均的な森林か

ら１年間に出ていく１ヘクタール当たりの栄養分（TN）に匹敵する。

図２　雨の大きさと森林から出ていく栄養分の質との関係
“極端豪雨”では、水に溶けている栄養分(DN)ではなく、濁りに含まれる栄養分(PN)が圧倒的に多くなる。
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震災復興・放射性物質研究拠点
研究の森から

極端な豪雨で
森林からどれくらい
栄養分は出ていくのか？

Q1. なぜ研究者に？
　実家は農家でも林業家でもありませんでし

たが、田舎のほうに住んでいたせいか、山や

自然や農林業に目が向き、大学は農学部林学

科に進みました。公務員になると思っていま

したが、所属研究室の３人の教官と接するう

ち、研究者になってみたいという気持ちが湧

いてきたのがきっかけです。

Q2. 影響を受けた本や人など
　影響を受けた人は、大学時代の研究室の教授

塚本良則先生、助教授太田猛彦先生、助手窪田

順平先生の３人です。どんな影響を受けたのか

と問われても明確には説明できないのですが、

研究というものを意識したのはこの３人の先生

方の影響だと思います。影響を受けた本は、三

浦綾子の「道ありき」と山岡荘八の「徳川家康」で

す。科学の話とは離れてしまいますが、研究職

として仕事をずっと続けてこられた理由の１つ

は、これらの本が私自身の心の持ち様に影響を

与えたからだと思います。

Q3. いまホットなマイテーマは？
　極端に大きな雨が降ったときの栄養分の流

出は日本全国どの森林でも同じなのか調べて

みたいと思っています。また、栄養分といっ

てもカルシウムやカリウム、リンなどもありま

す。下流域の河川や海ではマイクロプラスチッ

クや農薬、市販の薬などの混入が問題になっ

ているようです。森林流域から流出するさま

ざまな栄養分や成分の流出実態を調査してみ

たい気がします。

Q4. 若い人へ
　私からアドバイスするとしたら、「あきらめ

ないで、面白いと思う事をやり続ける」です。

若いころなかなか研究テーマを見つけられず、

研究職をやめようと思ったことがありました。

けれど同僚の協力があって、高知県と茨城県

のいずれでも渓流水を10年間採集し続けるこ

とができ、それで論文を仕上げることができ

ました。
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写真１　調査地の森林と渓流
調査は、高知県の四万十川の上流部にある、常緑樹を主と

する森林で行った。調査地の広さは73ヘクタール、標高は

470〜830メートル。

写真２　渓流の流量の観測
調査地のいちばん下流に堰を設け、水位を常時計測するこ

とで流量が計算できる。

写真３　渓流水の採取方法
台風のときでも危険を冒さずに水を採取できる自動採水器

を使い、2時間間隔で1リットルの渓流水を24本採取した。

写真４　自動採水器の採水部分
自動採水器から伸びるチューブの先端に採水口がある。採

水口が濁流に流されないようしっかりと固定してある。
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図１　雨の大きさと森林から出ていく栄養分（TN）の関係
１回の“極端豪雨”で栄養分(TN)は1ヘクタール当たり約５kg出ていた。これは、国内の平均的な森林か

ら１年間に出ていく１ヘクタール当たりの栄養分（TN）に匹敵する。

図２　雨の大きさと森林から出ていく栄養分の質との関係
“極端豪雨”では、水に溶けている栄養分(DN)ではなく、濁りに含まれる栄養分(PN)が圧倒的に多くなる。
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として仕事をずっと続けてこられた理由の１つ

は、これらの本が私自身の心の持ち様に影響を

与えたからだと思います。

Q3. いまホットなマイテーマは？
　極端に大きな雨が降ったときの栄養分の流

出は日本全国どの森林でも同じなのか調べて

みたいと思っています。また、栄養分といっ

てもカルシウムやカリウム、リンなどもありま

す。下流域の河川や海ではマイクロプラスチッ

クや農薬、市販の薬などの混入が問題になっ

ているようです。森林流域から流出するさま

ざまな栄養分や成分の流出実態を調査してみ

たい気がします。

Q4. 若い人へ
　私からアドバイスするとしたら、「あきらめ

ないで、面白いと思う事をやり続ける」です。

若いころなかなか研究テーマを見つけられず、

研究職をやめようと思ったことがありました。

けれど同僚の協力があって、高知県と茨城県

のいずれでも渓流水を10年間採集し続けるこ

とができ、それで論文を仕上げることができ

ました。

0 200 400 600 800
0

2

4

6

0 200 400 600 800
0

40

20

60

80

100

TN
に
占
め
る
PN
の
割
合

１
雨
で
流
出
す
る
TN

（kg ha-1）

（％）

総雨量（mm）

総雨量（mm）

総雨量100mm未満
0.1kg ha-1未満

総雨量100mm未満
1〜3％

総雨量100mm 〜300mm
0.1〜0.2kg ha-1

総雨量100mm 〜300mm
5〜22％

"極端豪雨"
総雨量742mm
5.3kg ha-1

"極端豪雨"
総雨量742mm
95％




